
　

米
韓
軍
事

演
習
が
行
わ

れ
て
い
た
29

日
早
朝
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
し
た
。
日
本
の

上
空
を
通
過
後
、
放
送
が

流
れ
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発

動
。
退
避
勧
告
が
出
さ
れ

列
車
は
止
め
ら
れ
TV
は
一

斉
に
危
機
状
態
を
報
道
。

今
回
は
機
体
は
３
つ
に
分

離
落
下
。
こ
れ
を
打
ち
落

と
す
の
は
ぼ
不
可
能
と
専

門
家
。
先
制
攻
撃
論
者
の

小
野
寺
防
衛
大
臣
は
大
幅

な
予
算
増
額
を
要
求
。
安

倍
首
相
は
米
国
大
統
領
と

更
な
る
北
朝
鮮
へ
の
圧
力

と
百
％
の
同
盟
関
係
を
確

認
、
と
戦
争
回
避
の
た
め

の
行
動
を
一
顧
だ
に
し
な

い
▼
国
連
の
「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
に
加
盟
国
の

１
２
２
カ
国
が
賛
成
。
前

文
に
は
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」

が
明
記
さ
れ
る
な
ど
日
本

の
被
爆
経
験
を
く
ん
だ
条

約
。
米
国
の
「
核
の
傘
」

に
頼
る
日
本
は
会
議
に
も

参
加
せ
ず
。
長
崎
の
慰
霊

祭
で
被
爆
者
か
ら
「
あ
な

た
は
ど
こ
の
国
の
首
相
で

す
か
」
と
言
わ
れ
て
押
し

黙
る
首
相
▼
２
０
１
５
年

国
連
で
自
身
の
背
中
が
ケ

ロ
イ
ド
状
に
な
っ
た
写
真

を
掲
げ
な
が
ら
語
っ
た
長

崎
の
谷
口
さ
ん
が
逝
去
し

た
。
戦
争
は
人
殺
し
、
９

条
を
守
る
の
だ
。
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「
ミ
ニ
集
会
」
に
つ
い

て
は
、
最
初
に
た
ん
ぽ
ぽ

舎
共
同
代
表
の
柳
田
真
さ

ん
か
ら
、
今
回
の
バ
ス
ツ

ア
ー
の
目
的
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
１
つ

は
、
現
地
を
応
援
し
連
帯

す
る
こ
と
。
２
つ
目
は
、

現
地
を
観
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
で
し
た
。

　

報
告
と
し
て
は
、
阿
部

功
志
さ
ん(

実
行
委
員
会

事
務
局
長
、
東
海
村
議)

か
ら
東
海
第
二
原
発
の
再

稼
働
・
20
年
延
長
問
題
、

東
海
村
長
が
無
投
票
当
選

に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

翌
日
実
施
の
知
事
選
に
つ

い
て
報
告
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
大
飯
原
発
に
つ
い

て
木
原
壮
林
さ
ん
か
ら
、

そ
の
他
、
大
阪
・
伊
方
・

鹿
児
島
か
ら
も
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

集
会
参
加
者
は
、
阿

漕
ヶ
浦
公
園
の
歩
道
上
に

横
に
並
び
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
主
催
者
を
代
表

し
て
小
川
仙
月
さ
ん
が
挨

拶
、
再
稼
働
を
許
さ
な
い

市
民
の
訴
え
と
し
て
、
福

島
か
ら
は
、
「
原
発
さ
よ

な
ら
福
島
の
女
た
ち
」
の

黒
田
節
子
さ
ん
、
東
海
村

住
民
代
表
の
大
川
輝
代
さ

ん
、
脱
原
発
を
め
ざ
す
首

長
会
議
か
ら
前
東
海
村
長

　

東
海
第
二
原
発
の
再
稼

働
と
20
年
延
長
を
や
め
さ

せ
る
目
的
で
、
８
月
26
日

に
開
催
さ
れ
た
「
原
発
い

ら
な
い
茨
城
ア
ク
シ
ョ

ン
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」

の
内
容
は
２
つ
あ
り
、
１

つ
は
、
東
海
村
の
阿
漕
ヶ

浦
公
園
で
開
催
さ
れ
た
集

会
。
も
う
１
つ
は
、
集
会

後
移
動
し
て
行
わ
れ
た
東

海
第
二
原
発
を
包
囲
す
る

「
人
間
の
鎖(

ヒ
ュ
ー
マ

ン
チ
ェ
ー
ン)

」
で
し
た
。

　

北
海
道
・
福
島
・
新
潟
・

東
京
・
千
葉
・
神
奈
川
・

静
岡
・
滋
賀
・
兵
庫
・
岡
山
・

愛
媛
・
香
川
・
大
阪
・
福
井
・

鹿
児
島
か
ら
の
参
加
者

は
、
東
京
の
「
た
ん
ぽ
ぽ

舎
」
が
企
画
し
た
バ
ス
ツ

ア
ー
で
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
か
ら
は
、
計
１
１
０

名
が
バ
ス
２
台
に
分
乗
し

て
参
加
。
私
た
ち
千
葉
か

ら
の
参
加
者
は
バ
ス
で
８

時
30
分
に
船
橋
市
天
沼
公

園
を
出
発
し
、
現
地
に
12

時
20
分
頃
到
着
。
ミ
ニ
集

会
の
後
、
集
会
と
ヒ
ュ
ー

マ
ン
チ
ェ
ー
ン
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元

と
の
交
流
会
、
そ
し
て
去

る
６
月
６
日
に
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
に
よ
る
被
ば
く
事
故

を
起
こ
し
た
、
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
「
大
洗

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」
に

立
ち
寄
り
ま
し
た
。
立
ち

寄
り
と
い
っ
て
も
バ
ス
を

停
め
て
細
い
道
を
歩
い
た

だ
け
で
、
開
発
セ
ン
タ
ー

の
建
物
は
確
認
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
千
葉
に
は

20
時
40
分
頃
に
到
着
、
比

較
的
順
調
な
バ
ス
ツ
ア
ー

で
し
た
。
以
下
、
各
内
容

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

の
村
上
達
也
さ
ん
、
最
後

に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の

鎌
田
慧
さ
ん(

ル
ポ
ラ
イ

タ
ー
・
さ
よ
な
ら
原
発

１
０
０
０
万
人
署
名
市
民

の
会)

か
ら
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。

　

各
氏
そ
れ
ぞ
れ
が
、
東

海
第
二
原
発
の
再
稼
働
反

対
を
訴
え
ま
し
た
が
、
大

川
輝
代
さ
ん
の
「
東
海
村

で
生
ま
れ
、
結
婚
し
、
今

も
住
ん
で
い
る
。
故
郷
が

大
好
き
。
豊
か
な
自
然
の

東
海
村
を
残
し
た
い
。
そ

れ
に
は
原
発
は
い
ら
な

い
」
と
の
発
言
が
印
象
的

で
し
た
。
参
加
者
数
は
主

催
者
発
表
で
１
１
０
０
名

で
し
た
。

　

そ
の
後
、
歩
い
て
東

海
第
二
原
発
前
の
国
道

２
４
５
号
線
で
約
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り

ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
と
の
交
流
会
で
は
、

木
原
壮
林
さ
ん
が
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
に
つ
い
て
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
抗
議
行
動
に
参
加

し
て
、
商
用
原
発
で
は
千

葉
県
に
一
番
近
く
、
ま
た

２
０
１
１
年
に
は
、
あ
わ

や
大
惨
事
に
な
る
寸
前

だ
っ
た
東
海
第
二
原
発
を

再
稼
働
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
皆
の
力
で
再
稼
働
を

止
め
ま
し
ょ
う
。

 

東
海
村
に
あ
る
日
本
原

電
・
東
海
第
二
原
発
は
、

３
・
11
大
被
災
で
危
機

一
髪
の
事
態
が
発
生
し
、

停
止
か
ら
６
年
を
迎
え

ま
し
た
。
日
本
原
電
は

２
０
１
４
年
５
月
20
日
に

原
子
力
規
制
委
員
会
に
新

基
準
適
合
性
審
査
を
申
請

し
、
事
実
上
再
稼
働
を
め

ざ
し
て
き
ま
し
た
が
、
審

査
状
況
は
終
盤
を
迎
え
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
原
電
は
今
年
３
月

末
に
「
経
営
基
本
計
画
」

を
発
表
し
、「
40
年
超
え

の
運
転
延
長
に
必
要
な
特

別
点
検
を
実
施
す
る
こ

と
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

５
月
25
日
に
は
村
松
社
長

が
記
者
会
見
し
、
特
別
点

検
で
延
長
が
可
能
と
判
断

す
れ
ば
「
延
長
申
請
し
た

い
」
と
語
り
、
来
年
11
月

に
運
転
開
始
40
年
を
迎
え

る
東
海
第
二
原
発
の
再
稼

働
・
20
年
運
転
延
長
反
対

の
闘
い
が
大
き
な
山
場
を

迎
え
た
と
言
え
ま
す
。

　

東
海
第
二
原
発
の
30
キ

ロ
圏
内
に
は
96
万
人
が
生

活
し
、
実
効
性
あ
る
避
難

計
画
策
定
は
困
難
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
も
し
、

東
海
第
二
原
発
で
過
酷
事

故
が
起
き
れ
ば
、
茨
城
県

内
は
も
と
よ
り
首
都
圏
の

広
範
囲
な
地
域
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
「
再
稼

働
・
20
年
運
転
延
長
反
対
」

の
声
を
上
げ
、
市
民
の
意

思
を
行
動
で
示
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
茨
城
県
内

で
は
危
険
な
老
朽
原
発
の

東
海
第
二
の
再
稼
働
を
止

め
る
た
め
に
、
運
転
差
止

裁
判
や
署
名
活
動
、
ビ
ラ

配
布
と
宣
伝
行
動
、
自
治

体
請
願
運
動
な
ど
、
様
々

な
大
衆
運
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
５
月
15
日
に

「
原
発
い
ら
な
い
茨
城
ア

ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
」

を
結
成
し
、
８
月
26
日
に

東
海
村
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を

実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

東海第二原発

再稼働も 20 年延長運転も反対し

ようとアクション実行委員会が全

国に呼びかけた
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〜
四
季
へ
の
い
ざ
な
い
〜　

縄
文
の
土
器
ね
む
る
花
野
か
な　

水
明

　

今
か
ら
約
一
万
五
千
年
前
か
ら
二
千
四
百
年

前
、
縄
文
土
器
を
も
つ
文
化
が
栄
え
て
い
た
。
い

わ
ゆ
る
縄
文
時
代
で
あ
る
。
そ
の
縄
文
時
代
の
国

の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
の
が
千
葉
市
の
「
加

曾
利
貝
塚
」。
日
本
最
大
級
の
貝
塚
で
あ
る
。
充

実
の
資
料
館
や
土
器
づ
く
り
、
発
掘
体
験
な
ど
が

で
き
る
そ
う
だ
。
興
味
あ
る
方
は
一
見
の
価
値
は

あ
る
だ
ろ
う
。
さ
て
、
そ
ん
な
土
器
（
か
わ
ら
け
）

の
ね
む
る
花
野
。
悠
久
の
時
に
誘
わ
れ
て
の
一
人

旅
で
あ
る
。

俳句

　

８
月
19
日
の
午
後
、
千

城
台
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
、
若
葉
区
を
中

心
に
平
和
活
動
を
し
て
い

る
「
歴
史
と
平
和
を
考
え

る
会
」主
催
で
ア
ニ
メ「
対

馬
丸
」
の
上
映
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
親

子
連
れ
（
子
ど
も
３
人
）

や
ご
夫
婦
、
若
い
女
性
な

ど
30
人
の
参
加
で
、
部
屋

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

上
映
に
先
立
ち
、
主
催

者
代
表
の
保
坂
茂
久
さ
ん

が
、
日
中
戦
争
当
時
、
関

東
軍
７
３
１
部
隊
が
行
っ

た
残
虐
行
為
に
つ
い
て
紹

介
し
、「
戦
争
法
が
強
行

的
に
成
立
さ
せ
ら
れ
た

　

「
雲
は
わ
き
、
光
あ
ふ

れ
て
、
天
高
く
、
純
白

の
た
ま
、
き
ょ
う
も
飛

ぶ
・
・
・
」
で
始
ま
る
、

高
校
野
球
大
会
歌
「
栄
冠

は
君
に
輝
く
」
で
高
校
球

児
が
行
進
し
、
全
国
で
約

３
８
０
０
余
の
参
加
校
か

ら
都
道
府
県
49
代
表
校
で

第
99
回
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
15
日
間
に
わ
た
る

熱
戦
の
結
果
、
花
咲
徳
栄

高
校
（
埼
玉
）
の
優
勝
で

戦
い
は
終
わ
り
ま
し
た
。

来
年
は
１
０
０
回
記
念
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
茶
色
に
変
色

し
た
新
聞
記
事
を
引
っ

張
り
出
し
て
、
59
年
前

（
１
９
５
８
年
・
昭
和
33

年
～
）
当
時
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
た
。
高
校
１
年

の
時
に
第
40
回
岩
手
県
大

会
に
参
加
、
３
回
戦
で
全

国
選
抜
大
会
に
出
場
し
た

Ｔ
高
校
と
対
戦
し
３
対
２

で
敗
退
し
ま
し
た
。
翌
年

の
第
41
回
大
会
（
参
加
校

43
校
）
で
は
決
勝
戦
で
Ｍ

校
に
４
対
１
で
敗
退
し
甲

子
園
に
は
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

当
時
は
、
岩
手
と
青
森

で
１
代
表
を
争
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
慢
話
に

な
り
ま
す
が
、
県
大
会
の

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
自
分
が

選
ば
れ
驚
き
ま
し
た
。
同

年
の
秋
季
大
会
（
新
人

戦
）
で
は
、
予
想
も
し
て

い
な
か
っ
た
県
大
会
で
優

勝
し
、
東
北
大
会
に
出

場
、
準
決
勝
で
秋
田
商
業

（
翌
年
選
抜
大
会
ベ
ス
ト

４
）
に
大
敗
し
ま
し
た
。

「
タ
ラ
・
レ
バ
」
は
勝
負

に
通
用
し
な
い
こ
と
は
分

か
っ
て
い
ま
す
が
、
敢
え

て
言
え
ば
、
こ
の
年
あ
と

２
回
勝
て
ば
甲
子
園
と
い

う
チ
ャ
ン
ス
が
２
回
逃
げ

て
い
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

近
頃
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
当
時
は
銚
子

商
業
や
習
志
野
高
校
な
ど

が
全
国
制
覇
を
し
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
私
立
高
校

が
圧
倒
し
て
い
ま
す
。
特

待
生
制
度
が
禁
止
さ
れ
て

い
て
も
「
野
球
留
学
」
す

る
生
徒
も
多
く
い
る
と
聞

き
ま
す
。
高
校
野
球
の
あ

り
方
は
こ
れ
で
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。　
　

【
工
藤
】

今
、
日
本
が
い
つ
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
と
も
限

ら
な
い
。
戦
争
を
さ
せ
な

い
た
め
に
平
和
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
よ
う
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

「
対
馬
丸
事
件
」
と
い

う
の
は
、
１
９
４
４
年（
昭

和
19
年
）
サ
イ
パ
ン
島
な

ど
が
陥
落
し
、
ア
メ
リ
カ

の
Ｂ
29
爆
撃
機
が
、
沖
縄

や
、
日
本
本
土
へ
の
爆
撃

を
し
始
め
た
頃
の
話
で
、

沖
縄
の
児
童
や
老
人
、
女

性
約
10
万
人
は
日
本
本
土

や
台
湾
に
疎
開
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
疎
開
を
め
ぐ
っ

て
、
疎
開
を
推
し
進
め
る

役
を
担
わ
さ
れ
た
教
師
の

葛
藤
、
家
族
が
離
れ
離
れ

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
の

親
の
反
対
、
子
ど
も
同
士

の
や
り
と
り
で
ス
ト
ー

リ
ー
は
進
み
ま
す
。
結
局

は
多
く
の
疎
開
者
が
港
に

集
ま
っ
て
く
る
の
で
す

が
、
疎
開
す
る
人
た
ち
が

希
望
し
た
「
軍
艦
で
の
船

旅
」
の
約
束
が
軍
に
よ
り

反
故
に
さ
れ
、
そ
の
代
わ

り
に
出
港
し
た
の
が
対
馬

丸
（
日
本
郵
船
の
貨
物
船

６
７
５
４
ト
ン
）
を
始
め

と
し
た
民
間
の
船
団
で
し

た
。

　

そ
の
対
馬
丸
は
、
ア

メ
リ
カ
の
潜
水
艦
の
魚

雷
に
よ
っ
て
撃
沈
さ
せ

ら
れ
、
多
く
の
犠
牲
者

（
１
４
７
６
人
と
も
い
わ

れ
て
い
る
）
を
出
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
生
き
残
っ

た
児
童
は
７
２
８
人
中
わ

ず
か
59
人
だ
け
で
し
た
。

　

上
映
会
が
終
わ
っ
て
ス

タ
ッ
フ
は
、「
暑
い
中
で
、

　

千
葉
ス
ク
ラ
ム
ユ
ニ
オ

ン
は
７
月
29
日
（
土
）、

恒
例
の
国
労
千
葉
地
本
事

務
所
で
、「
第
９
回
定
期

大
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

４
０
０
０
枚
の
チ
ラ
シ
を

地
域
に
配
布
す
る
の
は
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
多
く
の

　

反
失
業
千
葉
県
共
闘
会

議
は
８
月
18
日
、
千
葉
市

民
会
館
で
「
第
16
回
定
期

総
会
」
を
20
名
弱
の
参
加

で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会

の
前
半
は
、
特
別
講
演
と

し
て
「
就
労
の
権
利
が
奪

わ
れ
る
」
～
労
働
法
制
の

改
悪
に
抗
し
反
撃
の
条
件

探
求
～
と
題
し
、
新
社
会

党
労
働
運
動
委
員
長
の
宮

川
敏
一
氏
か
ら
講
演
を
受

け
ま
し
た
。

　

宮
川
氏
は
、「
日
本
の

非
正
規
労
働
者
数
は
現
在

２
０
０
０
万
人
を
超
え
、

全
労
働
者
の
４
割
を
占
め

て
い
る
。
時
給
１
０
０
０

円
で
も
１
年
間
の
総
賃
金

は
２
０
０
万
円
に
し
か
な

ら
な
い
。
安
倍
首
相
は
秋

の
臨
時
国
会
で
『
残
業
代

ゼ
ロ
・
解
雇
の
金
銭
解

決
』
と
い
う
悪
法
を
『
働

き
方
改
革
』
と
称
し
、
何

と
し
て
で
も
通
そ
う
と
し

て
い
る
。
過
労
死
、
首
切

り
自
由
を
許
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
強
く
訴
え
ま
し

た
。

　

総
会
に
移
り
、
主
催
者

さ
ん
労
災
認
定
を
求
め
る

支
援
者
の
会
」
代
表
、
憲

法
を
活
か
す
会
千
葉
県
協

議
会
、
お
互
い
さ
ま
ユ
ニ

オ
ン
、
郵
政
労
働
者
ユ
ニ

オ
ン
・
千
葉
支
部
、
ユ
ニ

オ
ン
市
原
、
Ｎ
関
労
千
葉

支
部
代
表
な
ど
か
ら
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

動
再
構
築
に
向
け
連
続
学

習
会
の
開
催
②
共
闘
運

動
・
未
組
織
労
働
者
の
組

織
化
（
ユ
ニ
オ
ン
結
成
）

④
脱
原
発
、
改
憲
阻
止
闘

争
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と

な
ど
の
運
動
方
針
が
承
認

さ
れ
、「
新
年
度
は
、
ま

ず
結
成
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
を

含
め
、
し
っ
か
り
頑
張
り

た
い
」
と
の
決
意
が
述
べ

ら
れ
、
最
後
に
小
柳
議
長

か
ら
、
反
失
業
共
闘
の
さ

ら
な
る
発
展
強
化
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
を
三
唱
し
、
総
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
が
来
て
く
れ
た
の

で
苦
労
が
消
え
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

議
長
に
石
垣
さ
ん
を
選

出
し
た
あ
と
、
昨
年
11
月

に
急
逝
さ
れ
た
大
嶋
委
員

長
の
後
継
は
江
尻
さ
ん
に

決
ま
り
ま
し
た
が
病
気
の

た
め
大
会
に
は
欠
席
。
新

社
会
党
県
本
部
、全
労
協
、

県
共
闘
会
議
、
国
労
千
葉

地
本
、
千
葉
水
道
労
組
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
の
挨
拶

を
受
け
た
あ
と
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

　

16
年
度
経
過
報
告
、
決

算
報
告
、
決
算
監
査
報
告
、

運
動
方
針
、
予
算
報
告
、

役
員
（
案
）
を
一
括
討
議

し
た
あ
と
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
議
長
解
任

後
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ
。

松
田
副
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
、
懇

親
会
に
移
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
①
「
翼

の
小
柳
議
長
は
「
今
回
の

総
会
で
16
回
目
を
迎
え

た
。
今
の
政
治
情
勢
の
中

で
、
反
失
業
共
闘
の
役
割

に
つ
い
て
議
論
し
方
針
を

立
て
た
。
次
の
担
い
手
と

し
て
幹
事
会
の
若
返
り
を

は
か
り
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
来
賓
と
し
て
新
社
会

党
千
葉
県
本
部
・
鳰
川
書

記
長
、
憲
法
を
活
か
す
会

千
葉
県
協
議
会
・
上
野
代

表
の
お
二
人
か
ら
あ
い
さ

つ
を
頂
き
ま
し
た
。

　　

議
事
で
は
、
①
労
働
運

宮川氏が特別講演


